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１ 趣旨
本要領は、天然トラフグ「福とら」観光誘客プロモーション事業業務の委託事業者を選

定するにあたり、企画提案を募り、応募した事業者から委託候補者を選定するための必要
な事項を定めるものとする。

２ 業務の目的
近年、松川浦漁港で水揚げが増加している天然トラフグ「福とら」をメイン商材とし

て、通年で相馬市の観光プロモーションを実施し、本市を訪れるきっかけづくりとALPS処
理水の海洋放出による風評の影響を生じさせない地域を目指すとともに、東日本大震災や
度重なる災害から復興し、地域自らが「稼ぐ力」を養うことを目的とする。
また、風評払拭のためには、実際に本市に足を運び宿泊してもらい、地域の観光資源や

海産物を楽しんでもらうことが効果的であると考えられる。新型コロナウイルス感染症流
行以降、増加している個人旅行客をターゲットに天然トラフグ「福とら」等の海産物の魅
力等を訴求し、宿泊者数の増加を図る。併せて、今後、増加が見込まれるインバウンド需
要への環境整備も進めていく。

３ 一般事項
（１）業務名称 天然トラフグ「福とら」観光誘客プロモーション事業業務委託
（２）業務内容 別紙「天然トラフグ「福とら」観光誘客プロモーション事業業務委

託仕様書」のとおり
（３）履行期間 契約締結の日から令和８年３月１３日（金）まで
（４）金額上限 １３,８６０,０００円（消費税及び地方消費税を含む。）
（５）執 行 者 相馬市長 立谷 秀清
（６）選定方式 公募型プロポーザル方式を採用する。与えられた条件下において参

加者の「提案」を通して評価し、委託候補者を選定する。
（７）事 務 局 〒976-8601 福島県相馬市中村字北町55番地の1

相馬市産業部商工観光課（相馬市千客万来館内）
ＴＥＬ： ０２４４－２６－４８４８
ＦＡＸ： ０２４４－２６－４３４３
E-Mail： sg-syoko@city.soma.lg.jp

４ プロポーザル参加要件
本プロポーザル参加者は、当該業務を効果的かつ効率的に実施できるものであり、以下

の要件を全て満たすものとする。
（１）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当しない

こと。
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（２）プロポーザルの提出期限において、本市及び他の自治体において指名停止の措置を
受けていないこと。

（３）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）第１７条の規定による更生手続開始の申
立て及び民事再生法（平成１１年法律第２２５号）第２１条の規定による再生手続
開始の申立てがなされていないこと。

（４）宗教活動及び政治活動を主たる目的とする者ではないこと。
（５）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条

第２項に規定する暴力団及びその利益となる活動を行う者ではないこと。
（６）本業務と類似の業務に関し受注実績があり、確実に履行できる者であること。

５ 委託候補者の選定
（１）審査方式
審査委員会が定めた審査基準に基づき、審査委員会において提案内容に係るプレゼンテ

ーションを実施し、総合的に評価して順位付けを行い、１位となった参加者を委託候補者
に選定する。
ただし、審査結果によっては、いずれの参加者も委託候補者に選定しないことがある。
また、参加者が１者であった場合には、総合的に評価して委託候補者として適否を判断

する。
なお、審査委員会は非公開とし、選考結果等についての異議申立は認めない。

（２）審査基準

（３）評価方法
審査項目ごとに以下の評価基準により評価点をつける。なお、企画提案書等に記載がな

い場合には、その項目は０点とする。

配点

20

20

20

10

10

10

100

区分 審査項目

・業務の目的及び業務内容を十分理解し、達成できるか。

・閑散期の集客促進に寄与するものとなっているか。

・参加意欲を喚起する広告内容となっているか。

・独自の提案や工夫はあるか。

・業務を遂行するために必要な人数が確保されているか。

・実施スケジュールは適切か。

・過去の同種または類似の業務実績はあるか。

必要経費 ・業務内容に見合った適切な見積額であるか。

合計

企画提案の優位性

企画提案の実施可能性
10



- 4 -

（４）審査結果等の公表
審査結果等については、審査後、速やかに参加者宛てに通知するとともに、委託候補者

の名称等を相馬市ホームページに掲載する。
（５）業務の委託

ア 選定された第１位候補者を、当該委託候補者とする。
イ その者との契約が成立しない場合は、次点候補者と交渉を行う。
ウ 委託候補者と相馬市は、企画提案の内容に基づき、協議の上で仕様書の内容等を

確定し、契約を締結する。

６ プロポーザル実施の手続き等
（１）実施スケジュール

ア 実施要領等の公表：令和７年６月２日（月）
イ 実施内容等に関する質問書の提出期限：令和７年６月９日（月）
ウ 質問に対する回答：令和７年６月１２日（木）
エ 企画提案申請書・企画提案書の提出期限：令和７年６月１８日（水）
オ プレゼンテーション：令和７年６月２５日（水）（予定）
カ 審査結果の通知・公表：令和７年６月下旬（予定）
キ 契約の締結：令和７年７月上旬（予定）

（２）実施要領等の入手
本プロポーザルの参加方法等を含む実施要領等は、相馬市ホームページから入手するこ

と。
（３）質問等
本プロポーザルに関する質問がある場合は、簡易なものを除き、以下に基づき質問書

（様式２）を提出すること。
ア 提出場所：相馬市産業部商工観光課（千客万来館）

土曜日、日曜日、祝日を除く平日の午前９時から午後５時まで
イ 提出期限：令和７年６月９日（月）午後５時まで
ウ 提出方法：持参または電子メールにより行うものとする。

E-Mail：sg-syoko@city.soma.lg.jp
※送信後、確認のために必ず電話連絡すること。

エ 回 答：令和７年６月１２日（木）
なお、質問に対する回答は、競争上の地位やその他正当な利害を害するおそれのある

ものを除き、相馬市ホームページに掲載する。
（４）企画提案申請書及び企画提案書

評価基準

配点

10 10～9 8～7 6～5 4～3 2～1

20 20～17 16～13 12～9 8～5 4～1

特に優秀 優秀 普通 やや劣る 劣る
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本プロポーザルの参加者は、以下に基づき書類を作成し提出すること。
なお、本プロポーザルの参加者は、『天然トラフグ「福とら」観光誘客プロモーション

事業業務委託プロポーザル（公募型）実施要領』及び『天然トラフグ「福とら」観光誘客
プロモーション事業業務委託仕様書』に基づき提案すること。

ア 提出期限：令和７年６月１８日（水）午後５時必着
イ 提出部数：９部（正本１部、副本８部）
ウ 提出場所：〒976-8601 福島県相馬市中村字北町55番地の1

相馬市産業部商工観光課（相馬市千客万来館内）
土曜日、日曜日、祝日を除く平日の午前９時から午後５時まで

エ 提出方法：持参又は郵送（書留郵便に限る。）とする。
封書には「提案書在中」と朱書きすること。

オ 提出書類：①企画提案申請書（様式1）
②企画提案書(任意様式とするが次の内容を含めて作成すること。）
□仕様書 ４.委託業務の内容
・業務目的への理解と、取組に対する基本的な考え方を的確に記
載すること

・各項目に沿った実施内容について具体的な提案を行うこと。
□業務遂行体制
・本業務を円滑かつ効果的に遂行できる体制を記載すること。

□全体スケジュール
□その他提案事項
・予算の範囲内において実施できる効果的な業務がある場合は具
体的な独自提案を行うこと。

□見積書
・必要な項目ごとに可能な限り細かく区別すること。
・合計金額は税込み金額を明示すること。

□類似業務実績
③提案者の概要が分かるもの（会社案内、収支決算等）

カ そ の 他：①申請書を提出したものは、この実施要領、仕様書等の記載内容に同
意したものとみなす。
②提出書類を提出した後に辞退する場合は、速やかに事務局まで連絡
するとともに、書面により届け出ること。
③責任の所在を明確にする観点から、共同提案は受け付けないものと
する。
④複数の企画提案書等の提出は認めないものとする。

（５）プレゼンテーション
ア 開催日程：令和７年６月２5日（水）午後（予定）

※詳細な時間等は、参加者に別途連絡する。
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イ 開催場所：相馬市役所 1階 第2委員会室
ウ 参加人数：３人以内
エ プレゼンテーション所要時間：３０分以内(説明２０分以内、質疑応答５分程度)

７ 失格の事由
次のいずれかに該当した場合は、当該参加者は失格となる。

（１）提出期限を過ぎて企画提案書等が提出された場合
（２）必要な記載事項又は書類が欠如していた場合
（３）企画提案書等に虚偽の内容を記載した場合
（４）本要領及び仕様書等に示された条件に適合しない場合
（５）その他選定結果に影響を及ぼすおそれのある不正行為があった場合

８ 著作権、特許権等及び提出書類等の取扱い
（１）著作権、特許権等

提出された提案書等の著作権等は、それぞれプロポーザル参加者に帰属する。
なお、第三者の著作権等の使用の責は、使用したプロポーザル参加者に全て帰属す

る。
（２）提出書類等の取扱い

ア 市は、本プロポーザルに関する公表及びその他市が必要と認めるときに、参加
者の承諾を得ずに、提案書等を無償で使用できるものとする。

イ 市は、委託候補者の選定を行う作業に必要な範囲において、提出書類を複製制
作することがある。

ウ 提出された書類等は返却しない。

９ その他
（１）プロポーザル参加者が本件企画提案に要した全ての経費については、全て参加者が

負担するものとする。
（２）提出された企画提案書に係る第三者からの公文書開示請求に関しては、提案者の権

利、競争上の地位その他正当な利益を害するおそれがあるため、非開示とする。
（３）書類等の作成において使用する言語、通貨及び単位は、日本語、日本円、日本の標

準時及び計量法に定める単位に限る。


